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あすなろ
＊あすなろ会第１７川総会お知らせ＊

＊第１６回難病患嗇・障害者と家族の全道集会（とかち）＊

＊協賛広告（資金ご援助jのお願い＊

＊函舘の足立修一さん「希望を託す」騎集＊

協力会員えの呼び掛け

狭心症に張り薬
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財団法人北海道難病連

希少難病患者部会



第１７回定期総会のお知らせ

　

春光うららかな好季節となりました。全道の患者さん、御家族の皆様いかが

お過ごしでしょうか。

あすなろ会では、会員同志がお互い励まし合い、そして協力し合って病気に負

けないように、立ち向かっていこうという事で結成され今年１１月で１６年を

迎えようとしています。会員数も１５０名を越え今後の活動も益々充実し、盛

んになっていくことを願わずにはいられません。また、あすなろ会には難病で

あるにもかかわらず、いまだ国や道から特定疾患の対象になっていない患者さ

んが数多くおり、毎年難病連を通じて国や道に対して要望しておりますが。国

　　

１

の福祉政策後退の影響で患者、家族にとって将来に対する不安や悩みは一向に

改善されていないのが現状です。私達の前途にはたくさんの課題や困難の壁が

ありますが、このような時こそ私達は手を取り合いr苦しいなかにも、生きる

生きる喜びを共にわかちあえる社会の実現」を目指して、さらに会員の皆様に

よる活動を継続していきたいと思います。

　

今回は、北海道難病連事務局長の伊藤たてお氏を迎え「難病について」の講

演会を予定しておりますので、多くの方々の参加を心よりお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食事の用意が有りますので返信ハガキは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月２日まで書いてお送り’ドさい。

日

　

時

会

　

場

日

　

程

【
ai己】御返事がない時は欠席とみなします。以。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

平成元年５月７日（日）午前１１時～午後２時

北海道難病センター

　　

（札幌市中央区南４条西１０丁目

　　

aon-512-3233〉
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第１７回定期総会

昼食

　

および

　

交流会（賤はＵしてあります〉

講演会「難病について」

　　　　　

t経験連霜嘔

　

伊藤たてお氏
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財団法人

　

北海道難病連

　　

1 988年度

部会決算報告遍=

゛●

　　

吝雷会ご名

　

稀少錐病者部会

一収入の部

自：1 988年　４月　１日

至：1 989年　３月３１日

科　　　　目 ８８年度予算 ８８年度決算 禰　　　要

会　　費　　収　　入 ／Ｚ汐∂∂∂ ／､ｆｊ．ｊ゛∂Ｑｆｊ
賛助会費収入 ２∂∂∂∂ ぶ.?ｆク 1｀,･が^jf
上部団体助成金収入 ∂ ∂

配分交付金収入 哉ｸ∂. coo ｆ∂∂．φ・６ タ4｀あff
参　加　費　収　入 ／汐.∂∂∂ ダタ.恥ａ 414゛fj6.J94
寄　付　金　収　入 2^.£> >∂ ２Ｊ．ぶ'。z2 ぞ､rのMヽ/z『
協力会遭元金収入 ダ∂．∂∂ａ f / J^OO

募金箱遭元金収入 ^.coo 4.み夕
署名募金還元金収入 j｀.ａ６e７ β

販売事業収入
ダタ. CO a ｊ２．ﾀﾞ≫3

その他の事業収入 Ｚ∂．∂∂ｐ ｸ／∂

受取利息収入
？．汐ど7θ /■oS

雑　　　収　　　入 ／∂∂∂ｐ β

前　期　繰　越　金 夕'/-■^ぷｊ｀ タ/.μぶ､ﾀﾞ‘

収入合計 S9S.ﾀﾞ４？ ｊﾀ､ぐlタ8<r



㎜まﾆ Z=Ｕご７）佃1

科　　　　目 ８８年度予算 ８８年度決算 楠　　　　要

会議費 ぶ∂、ａａ・ j/.j?j

役　員　会　費 Ｊ∂.COG ダタJ？j Sメダ.fij‘4
中央会浪費 乙） 汐

難病連参加費 ３∂、∂∂（） Z / .00 O lj‘j‘ぉ呼ぉ４
事業費 μ∂､ａａロ タμぶﾀg7f

総会一大会費 ぷ∂．∂∂（;） 夕ぇ2ﾀＺ ま祚ijjl j44ヽ
医療講演会 S^£>.^ >c> ３駝・。夕 ７７ｊかた．φｊｊ
検診相談会 ｊ．・。ｇ･ ∂

機関紙・誌費 / 2 £>.O0C^ タ２．∂ｊノ z=zφZj‘.$st高齢

指導パンフ ､ﾀぷ･>,^o a β

研　　修　　会 2j｀こと)∂〃 ／βぶ。６ 必屠1ヽぬり‘

療胃・交流会費 /Bd>. oo・ ｚｊ｀ｊ．／μ夕ｊ秤夕､lf.i泌晋
実態調査費

/^^.oe>o ど）

地区育成費 j'タ'.iP£>£> /djdT. i^. Mf j決ｆ
相談員補助 Ｚ汐.00 O ^0.OO C 姜椚虚言輝
活　勅　　費 jβ.∂∂乙） Ｊぷ.ぷ夕ば‘ ～Jj‘泰z,J6ﾀﾞ

負　担　金 J∂/ぺ∂∂ジ ２∂/. e^0 o

全国会負担金 ∂ ∂

難病遵維持会費 ２汐ぷｸ.∂Zﾌ∂ ぶご〉∂. 4:^0 e>

/¥J/t'1き～ /. >∂Ｃ） ﾑ∂∂Ｏ

維持逐官費 ＆2.4g､f｀ Ｊぶ､ぶタタ

事　埓　局　費 3£>.o∂∂ ２ぶ.3ぷ夕 Zj!?!j｀＆ぎ、芦邸刄‘;
通信交通費 ､丈∂ａ乙） ３２£フ z汐？

資　料　費 １?､00 0 ３、∂∂『 の･こ．尨j14ぶ.･,f
雑　　　　費 ダ¢ぶj‘｀ ／／ﾊﾞｸ∂ク j嫉jjj‘。

積立金支出

予備費

次期繰越金 ∂ ／２２．２クｙ む，フりクλ允'ｙ祁雌i・

１　ご支ﾆtl=いき&十 タタ3.μぶｆB7^,Bβf

フ
『
ノ

-
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財団法人

　

北海道難病連

　

部会会計監査報告書

財団法人

　

北海遭髪病連

　

代表理事

　　

穀

　　　　　　　　　　　　

記

１．部会名和少難病者部会

2. 1 988年度　部会決算報告書

上記の件について、巌正なる監査の結果適正であることを

報告いたします．

部会会計監査

1989年舛月ｙ日

ｎ石崎逼伴夜

回加奈ホも｝

印



難病センター相談室へ011-512-323S番
(午前1(跨～午後6蒔まで日曜日休み)

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

11月

j2月

１月

２月

３月

１_９８８年度あすなろ会活動報告

ｌ
ｌ
ｌ

聯定期総会への参加
、機関紙

役員会、総会案内

Mj 会定期総会（難病センター

　

２１名参加）
についての医療相談会

　　

勤医協

　　

大橋

　

晃

　

先生

　

２１名参加
療講演会及び医療相談会

t
北大病院

　

鈴木

　

邦治先生

　

４０名参加3

なろ会定期総会
一般についての
病医療講演会及

　
　

ｉ
■

ｍ

区患者交流会
第１５回全道集会への参加（札幌）

ネフローゼ（小児）医療相談会（北大病院

　

武越

　

靖郎先生

　

６名参加）

｀瘍性大腸炎・クローン病橋医療講演会及び医療相談会?lt
厚生病院

　

副院長

　

村島義男先生

　

４５名参加）
札幌地区患者（婦人）交流集会

役員会．機関紙

多発性硬化症及び神経内科一般医療講演会及び医療相談会

　

(北大病院

　

田代邦雄先生．森若文雄先生

　

１２１名参加)

役員会、機関紙

新年交流会（難病センター）

役員会

役員会、実務担当者会議への参加

ご相談は.／

　

難病は、患者本人だけではなく家族を含めて思い悩み、様々な苦労がつきませ

ん。病気についての不安、よりよい僚養生活の経験や専門病院（医師）の問い合

せ、患者会・家族仝への連絡。障害年金や福祉手当の受給について、そして日常

生活をよりよくする福祉機器の問い合せなど、どのようなことでも、あなたの立

場で一一諸に考えて行きます。どうぞ、お気軽にご相談下さい。



平成元年度活動計画（案）

４月

　

.riしツクリング/､ウゼン氏病（小児山医療相談会（難病セッター）

　　　

・北海道難病連定期総会参加（難病センター）

　　　

・機関誌発行

５月

　

・あすなろ会定期総会（難病センター）

６月

　

・難病センター合同レクレーション参加

　　　

・役員会（運営委員会）

７月

　

・灰動脈炎症候勣医療講演会、相談会（難病センター）

８月

　

・第１６回難病患者、障害者と家族の全道集会（十勝）

　　　

■

　　

11

　

全道患者と家族の交流会（十勝）

９月

　

・役員会（運営委員会〉

１０月

　

.「i喬本呵」医療講演会、相談会（難病センター）

１１月

　

・機関誌発行

１２月

　

・チャリティクリスマスパーティー

　

（札幌支部）

１月

　

・機関誌発行

２月

　

一役員会（運営委員会）

３月

　

・難病連チャリティバザー参加（札幌支部）
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1989年度

部会会計予算書

吝作s会こ名価少遥病者鄙 公

ｇ
ａ
Ｍ
ｌ
ｇ
Ｉ
ｔ

自：1989年

　

４月

　

１日

至：19 90年　３月３１日

㎜耳又入（フ）台石

科　　　　目 ８８年度予算 ８９年度予算 摘　　　　要

会　　費　　収　　人 ／２汐．∂∂ど） /j‘｀,ク∂∂∂

賛助会費収入
フ∂汐り乙） ／∂．∂δごつ

上部団体助成金収入 ∂ 乙）

配分交付金収入 ぷ汐乙〉ク∂と） ぷ‘汐ｸ、ど)ＣＣ

参　加　費　収　入
／∂、∂∂り ,^'Z> .Og^>

寄　付　金　収　入 ２∂．∂ＣＯ ２､^.ooc>

協力会還元金収入 タ∂,C>O G SC>, Ooc^

募金箱還元金収入 j｀.ぶ∂（］） ／∂．∂ｅ乙）

署名募金逗元金収入 ､夕.∂ｏり J｀.a･と）

販売事業収入
ダタ．∂∂ど） 1∠i:7.o&o

その他の事業収入 ／∂、ａＯ心 S'.oe>c>

受取利息収入 ^ .oc>∂ ／、Oc?<r>

雑　　　収　　　入 /o.ooと） j･.,ク。Ｏ

莉　期　繰　越　金 タ/りどぶ7J- /222<^ 8

収入合計 ∂クＪ､μぶ?- 刄り.2δ＆
一支出の部

科　　　　　目 ８８年度予算 ８９年度予算 嫡　　　　　　要

会　議　費 必.匈・ クａ，乙り乙）

役､員会費 ｊ∂．ａａｏ ぶ４ク、*S>c>C> タ4ﾀﾞjjjr
中央会議費 φ こ）

蛇病連参加費 3C>. £> > o ふｸ．∂∂Ｏ jjf如Ｊ



●まﾆ1士μ7）吝11

科　　　　目 ８８年度予算 ８９年度f算 碩　　　　　嬰

費 ｆぶo .oc><:> ざ２ぷど)。と)

総会・大会費 ぶO .O<i O クどフ、ク∂乙ぶがダぶf.j右丿乙

全遵集会参加費 ク ぶ∂Ｊｏご 必必-£４が乙

医療講演会 f2ヮﾒﾌ∂Ｑ す汐、6cyと ４か!_　ｊｊ｀ｆ

検診相談会 j｀.，ク∂cフ 汝.りク乙） φｊｆ
機関紙・誌費 ／２∂. ?a cｺ ／２ど)．ＣＱＯ　夕～今.砂4ダt.mrffm
指導パンフ ｊ∂．りσどﾌ タ乙）、GOO 奎秀か偕
研　　修　　会 ^S ooc? ２ぶヽ＆･ど） ゑが‘．ｆ・ｆ
療育・交流会費 ／～ご〉、σ∂Ｑ ／£ｸ．と）･=）Ｑ まﾀﾞﾀﾞ.^'AiA.ぷほ｀

実態調査費 ／∂．乙をｸ乙） /O.と7∂乙） ぞJｹﾞた･こあ呼
地区育成費 Ｊとﾌ．∂Ｑ乙 2f.ご）と）c） お,斟r凶丿唖｀

相談祠補助 2乙)．φ゜Ｏ ^O. OOG 老,e.おl.～冴ﾀﾞぐ
活　　勅　　費 3O. oc心 30.C*00 ｊＪｊ､訟,･ｆ

゛‘金
Ｊ∂／∂６ど7 ^O/. OOG

全国会負担金 乙ﾌ ∂

雑病遂維持会費 Jl^ O.乙心ご Jクど)．∂∂∂

j￥jβ･1がｆ r .GcﾌＱ /- GCSI.ｺ)

官費 ＪＺ．なざ､ｆ ｆ？．２クＪ

冪　稗　局　費 タ4ｸ、βｏＱ タぷ.ご)りＱ 酒ぞ4劣、ぉ=iiπ-’

事務消耗品費 ク ﾀﾞ､∂Ｑａ

●－
通　　信　　費 J‘".c?乙)り ／．∂O G 句.£

交　通　　費 ∂ J'.O >乙ﾌ

●- 資　　料　　費 ｊ．次■:>*^
j‘乙・・。 cr/cr /<*

ｌ 雄　　　　　錆 タ．￥ｊｆ ク.2,jJ） あら
ト
|支出

｜費

●地金 乙） ∂

ｋ出一合丿十 j)ｸ3.びぶ-ぐ‾ ？■夕.2どっタ



Ｉ
Ｉ

ち吠年度役員名簿（i）

役　職　名 氏　名 自　　宅　住　　所 電話番il

会　長 石川　　実

副会長 日下部芳子

砂絵長 陶山　理恵

監　事 石崎　真珠枝

監　事 加藤　千恵子

運営委員 阿部　妙

運営委員 福谷　順子

運営委員 高橋　美代ﾆF

運営委員 安田　　新子

運営委員 狩野　閲子

運営委員 河原田　裕子

運営委員 庄司　　哲

遷宮委員 高松　範子



ま引蘇い，’ヽ

難病連を支え会の運営の為

協力会員拡大運動展開中

消費税導入の為。難病連の財政が苫しくなっています。

貴方のお近くに難病患者の私たちに御理解戴ける方は

おりませんか。会はもとより、鎧病連事務局全員が

節約出来るものは、徹底てきに節約しておりますが市

民の皆様に御理解戴けず／募金（カンパ）年々減少し

てきております。患者会は難病連の灯を消すことはで

きません、そこで会員の皆様にお願い攻します。貴方

のお近くの方々に協力会員の加人をぜし進めて頂きた

く宜しくお願い申し上げます。

＊個人会員

　

年会費（2000円）です。

＊法人会員

　

年会費００.０００）です。

詳しいことは北海道難病連に電０１１－５１２-･3 2 3 3

゛‾べ－I

会の運営は道の補助並びに夏には花火やビール券の販売

秋には秘め飾りを売り還元金や会費で運営されておりま

すが、会費の納入率が悪く会の運営に支障をきたしてお

りますので、収めて戴ける方や未納の方は宜しくお願い

いたします。納人された方は来年使用して下さい。

振替用紙は年に一回送らせて戴いておりますので宜しく

お願い致します。

＊会費は一年間(2400円）です＊

＊口座番号

　

小樽1-7094です＊

＊加入者名

　

あすなろ会

　　　

です＊



　

咄和Ｃ３年り月判｣／昭和６０年２月２８日

　

刮

　

札幌厚生病院副院長

　

村

　

島

　

義

　

男

　

先生

潰瘍性大腸炎とクロ‾ン病を中心に話

　　

大腸は、小腸に続いて消化管の終りの部

をすすめます。

○大腸疾患の診断のすすめ方（手順）

　　

1.便秘・下痢・下血の有無を聞く。

　　

2、直腸指診…大嗚ガンの7割くらい

　　　　　　　　

は直腸に限られている

　　　　　　　　

ので指を入れることに

　　　　　　　　

より、高度な検査をし

　　　　　　　　

なくても分る。

　　　　　　　　

しかし、内科医は意外

　　　　　　　　

と行っていない。

　　

3.レントゲン検査（注腸Ba）

　　　　　　　　　　　　　　

…軽肛門的

　　

4.内視餓検査

　　

5.心身医学的検査…過敏性大腸症な

　　　　　　　　　　　

どの場合行う。

　　

6.消化吸収試験（脂肪吸収試験）

　　　　　　　

…下痢症の場合行う。

　　　　　　　　

最近はあまり行われて

　　　　　　　　

いない。

　　

7.大腸ガンの腫癩マーカー（生化学

　　　

的検査）、CEAなど。

○大腸の解創生理

－ － ●

上
行
結
腸

横行結腸

分を形成します。全長は約1.6･、直径

は最も大きな部分（盲腸）で5～ＩＣ●。

大腸では、通常、栄養の吸収は行なわれ

ない。小腸で消化吸収の行なわれた残り

ものから水分をとります。

大腸は、盲腸、結腸、直腸に分けられま

す。消化管の筋肉は内輪外縦の2●、胃

は3圖になっている。

Ｏ大腸内の便の性状と通過時間

　　　　　

横行桔腸かゆ状

　

牌わん曲部

肝わん曲部

6h半流動体

　　　

盲腸

3.5～4h液状

で9h半かゆ状

11h固型

Ｓ状結腸12h

・大腸ガンは、直腸とS状桔腸に好発

　

し、次いで、盲輿に多い。

4’

・内痔核～肛門静脈のうっ血により、1111，

　　　　　

おこり、痛みはない。

・外痔核～知覚神経があるので、痛み

　　　　　

を伴う。

○注凰Baの時の食事

　

できるだけ残漆の少ないもので、水分

　

を多くとらせ、下剤をのませて、大腸

　

内をクリーンにするのが目的。

　

簡単なものとして市販のボンコロン食



　　

がある。

　

・Ｘ縮フィルムは見のがしを少なくする

　　

ために15枚は必要。

　

・Ｓ状結腸～直腸の部分は、長くて重な

　　

っているため、できるだけ嶮さないと

　　

誤診することが多い。

　　

この部分の5･･以下のポリープの30％

　　

は、みのがす可能性があるので何か症

　　

状があれぱ、レントゲンで異常がなく

　　

ても、直腸鏡かS状結腸競を行った方

●ｉよい。

潰瘍性大腸炎

　　　　

(Ulcerative CoIitis=U・C）

Ｏ定

　

義

　

原因不明の大腸炎で、治療に抵抗し、

　

慢性の経過をとり、完冶することはま

　

れである。非特異性の大腸炎で、クロ

　

ーン症と併せて、Infla闘atory Bowel

　

disease (I ・B ・0）といわれている。

○原

　

因

　

自己免疫疾思ではないかといわれてい

　

る。

　

…抗大腸粘膜抗体がU・Cの人の血液

　

の中に流れていて、大腸粘膜に障害を

　

与えて潰瘍を作るのではといわれてい

　

る。

　

牛乳・乳製品・肉・卵の消負が過去20

　

年間に著しく増加している。炭水化物

　

の減少などの食生活の変化にも関係が

　

あるのではといわれている。

Ｗ「

Ｏ病理形態

　　

1.必ず百腸に病変がある。

　　

2.すべての病変は連続している。

　　　　　　　

（クローン病とのらがい）

　　

3.大腸のみにみられる。まれに槌末

　　　

回腸にも波及するがこの病変は大

　　　

腸病変に連続している。

　　

4.びまん性に病変がある。

　　

5.重篤例を除いて炎症は表層（粘膜

　　　

・粘膜下層）にとどまる。

Ｏ臨床面

　　

1.若い人に発病

　　

2.急性に発症し、慢性に経過する。

　　

3.発作と寛解をくり返す。

　　

4.全身性合併症を伴う。

　　

5.艮則慢性、ガン化がおこりうる。

　　

6.原因療法はない

　　　　

…ステロイド剤、サラソリピン

　　　　

(SP)が主流。免疫抑制剤は、

　　　　

あまり効果がないといわれてい

　　　　

る。

○居住地

　

都市都に多い…ストレスが本症の発症

　　　　

・再然に関係しているのではと

　　　　

いわれている。

○好発年齢

　

あらゆる年齢に発病するが、とくに若

　

年者に好発する。（10才後半から20才

　

前半にピーク、50～60才に小さいピー



ク）クローン病に比べ、6才以下の発

症はU ・Cに多い。（乳幼児に出たと

いう報告もある。）

高齢者の場合、進行が早く重筒になる

ことが多く、また合併症を併発しやす

い。

ｏ経

　

過

　　

1.初回発作で死亡

　　　　　　　　

4～10% (重症電撃型）

　　

2.初回発作後冶癒して再発しない。

　　　　　　　　　

10% {初回発作型）

　　

3.再然・寛解型

　　　

づ･60～75％

　　

4.潰瘍性病変が持続

　　

5～15％

ｏ死亡率は欧米の方が高い。

○重症度

じ重症……激しい下痢、血便、発熟、頻

　　　　

､脈、貧血、赤沈元進

軽症……軽度の下痢

中間を中等症としている。

ｏ主

　

訴

　　　

・農痛

　　　

・血便（Ｕ・Ｃの場合は必ずある。

　　　　　　

クローン病はあまりない。）

　　　

・水様便（初期の場合）

　　　

・発

　

熟

　　　

・食欲不極

○輯

　

業～会社員・公務員・教職員に多

　　　　　

い。

-

ＯＸ－Ｐ所見

　

連続して粘膜障害があり、潰殤（カフ

　

スボタン様潰瘍〉とポリープ（潰瘍と

　

潰殤の間の健康な粘膜がもり上って凸

　

ってくる〉が混在する。

　

治ってくると、潰瘍、ポリープがなく

　

なり、萎縮する。………寛解期

　

ひどくなると大腸の筋●が断裂し、中

　

毒性巨大桔腸症になる。…緊急手術の

　

適応゜

　　　　　　　　　　　　　　

１｀

　

Ｕ・Ｃは10年すぎると、ガン化したり、

　

腺腫（アデノーム）になることが多い

　

ので、鰹遇観察の中での大切な点と考

　

えられます。

○合併症

　

＜局所＞

＜全身＞

中毒性巨大桔皿症

穿孔･･･腹膜炎

肛門周囲●よう

炎症性憩室

腸管の狭窄

桔節性紅斑

肝障害

胆管周囲炎

関節障害

下痢による脱水のため

の桔石

虹彩炎、角膜炎

ｏ潰搦性大腸炎(U ・C)とクローン病

　　　　　　　　　　　

{C・D}の鑑別

｝



ｉ血便

プ痢

ｉ腹痛

進行

　　　

→

　　　

十･

　

－～＋

発作と寛解を

くり返して、

慢性持続

－～＋
→

→（仙痛）

徐々に進行

し寛解する

ことはない

―
1
1
1
1
1
1

無効

無効

無効

(1二心

↓
筋注またはフレドニソロン

③イムラン100卿内服

↓

強力静注療法

↓

９i

強力静注療法 プレドニソロン

　　　　

40～60・g

テトラサイクリン

　　　　

I.Ogなど

Q点滴・栄養・輸血

無効なら手術

○食事について

　　

蛋白質

　

100～120g

　　

脂

　

肪

　　

30g

　　

糖

　

質

　　

400g

Cal 2300Cal

○乳幼児の漬瘍性大腸炎

　　

1.重篤なことが多い。

　　

2.後年、大腸ガンを合併することが

　　　

多い。

　　

3.性格に特徴がある。

　　　　

無気力、融通がきかない、自己

　　　　

中心的、依頼心が強いなど

　　

4.家族内発症あり

　　

5.全身合併症の内、関節炎が多い。

　　

6.再然、再発をくり返す。

大休、鑑別は可能だが、20％位はむずか

しい。

Ｏ＜治療方針＞

む）

　

サラソピリン 使用3～49

（はじめから、ステロ

イド剤は使わない）

無効

　

2W-・軽快したら続ける（減量29）

無効1

　　

↓

↓

プレドニソロン20ig注凰→持峡

　　

（全身投与は副作用がある

　　　

ので行わない〉

サラソピリン3～4g、プレドニ

ソロン30ig内服

　　　

無効のときは重症例の治療に準ず

(ｉｊ)

①プレドニソロン40ig

無効

ｊ

②ACfH

4回内服

　　　

-ｊ減量

　　

最終的にはサラソピリ

　　

ン単独となる。

40～50単位

　

静注



Ｏ妊娠との関係

寛解期のUCが再発する

活動期のUCが垂篤化する

Å
と統計的に

いわれて

いる。

正常妊娠に比べると、妊娠の経過そのも

のは、あまり変らない。

○再発・再燃に及ぼす彫●

　

1.くすりの中止・減量

　

2.肉体的条件…カゼなどによりスト

　　　　　　　　　

レスがかかった場合

　

3.精神的ストレス

　

4、季節的因子

　

5.合併症の悪化

一初回発作が重篤なほど、再発の率は高

　

いー

○外科的療法

　

1.緊急手術～大出血、穿孔、重症型、

　　　　　　　

急性電撃型が対象となる

2｡待機的 社会的適応

再然をくり返す。

内科的な治療が無効

ガン化の疑いが強い

狭窄

ヽ全身的合併症

回腸・直腸の吻合術

回腸ろう造設術･･･もっとも多い

回腸・桔麗ろう造設術

一一
にΞy万二jSり(Crohns Disease=CD)

○定

　

義

　

口から肛門までの全消化管に病変が出

　

る非特異性、肉芽騰性炎症

ｏ診断基準

　　

1.非連続性（とび石病変）または区

　　　

域性病変

　　

2.縦走潰瘍

　

敷石状（コプレストン）

　　　

外観

　　

3.全賜性炎症性病変

　　

4.ザルコイド様非屹酪性肉芽錘

　　

5.裂溝またはろう孔

　　

6.肛門部痢変

小●クローン

小腸・大腸クロー

大腸クローン

う
と．病変部位に

よって区別する

○好発年齢

　　

10代にピーク

○好発振位

　　　　

回腸末増振

　　

20.3%

　　　　

盲

　　　

鸚

　　

U.0%

　　

ﾚ

上行桔●

　

13.7%

　　　　

回

　　　

腸

　　

12.0%

ＯＸ－Ｐ検査は

　

大腸だけでなく必ず小腸も行う。（管

　

を入れ、空気を入れる小腸２重敵彫法

　

も必ずする。）



○臨床症状

ｉ
ｌ
ｌ
・
二

腹痛（小腸に狭窄があるため。UCに

　　　

はあまり多くない）

全身僊怠

下痢

下血、出血

体重減少

　

貧血

イレウス症状

　

腹部腫瘤（全層性変

　　　　　　　　　　　　

化のため）

腹膜炎、ろう孔、痔ろう（UCには少

　　　　　　　　　　　　

ない）

頻度が高い

○合併症

　　

癩） 狭窄

吸収不良・蚤白ろう出

肛門部病変

ろう孔・出血

中毒性巨大桔腸症

痔ろう

（亘）

　

関節痛

アフタ様口内炎

桔節性紅斑

尿路結石

ｏ冶療の変化(1975年を境として）

　

内科的冶癩が増えている

　　　

（75年以前14%-+75年以降26%)

内科一々外科へ転科

内科一々外科-･内科へ転科

外科-４内科へ転科

「
Ｉ
コ

なぜ内科的療法になってきたか

変りなし

―

　

－

ぐ①内科にて診斯が可能になった

②合併症が少ない

③手術後の再発が多い

　　　　

（外国では5年以内で50％再

　　　　

発、日本では25%)

○予後

　

進行性なので、あまりよくないが、死

　

亡例（8％-45％〉は減少している。

　

観察中、治癒、または軽快が増えてき

　

ている。（診断法、治療法の進歩によ

　

る）

○ある医師の診断・治療方針

　

クローン病疑い

　　　

uc･値毯との鑑別

　　　　

同じ部位の病変が多い。本症と

　　　　

桔核との鑑別ができないとき、

　　

|

　

一応、桔核の冶癩を’してみるこ

　　　　

ともある。

　

クローン病の確定診断

　　　　

↓

　

患者の評価（全身状態・病変の都位、

　　　　　　　　

広がり、合併症）

　　　　

↓

手術適応なし

　

栄養療法

　

薬物療法

　

手術適応

イレウス

内科的冶療なし

悪性化の疑い

穿孔



Ｏ治療

①小暗クローン病

　　

小腸・大腸クローン病

　

まずS剤を使用。

　　　

有効の場合は継続し減量。

　　　

無効の場合はサラジピリンに

　　　

変更

併用療法として

Γ
レ
レ
Ｌ

ED食

肛門部病変にはフラジール

下痢止め「口ペミン

　　　　

Lアルミゲル

　

②大腸クローン病

　　　　　

Ｓ剤は使用せずにサラソピリ

　　　　　

ンを使用

　　　　　

無効の場合、フラジール・ED

　　　　　

食を併用

ク０－ン病のガン化は若年者にもある。

若く発症した場合には、年に1度は内視

鏡検査による生検が必要。初期のガンは

平坦なため。レントゲンにうつらない。

＜Ｑ＆Ａ＞

Ｑ：潰瘍性大腸炎の診断について

Ａ：クローン病より簡単。

　　

ベーチェット病、虚血性大鵬炎、感

　　

染性輿炎、桑物性（抗生勧質）腸炎

　　

との鑑別診断が必要。

Ｑ：精神分裂病を併せもっているヶ－ス

　　

がいる。

　　

S44.潰瘍性大腸炎と診断、直腸・回

　　

腸吻合術うけている。

　　

S50年以降症状なし、S58年より冶

　　

療再開するも軟便1日3～4回で自

　　

覚症状はなしといっている。

　　

(分裂病の方も同じ頃に冶癩再開し

　　　

ている)

Ａ：直腸段をすると、再発かどうか分る。

　　

点状出血、浮腫、発赤などがあると、

　　

治療の対症となる。もしCDであれば

　　

小腸Baが必要。

　　

下痢が急に回数増えたということで

　　

あれぱ、CDが考えられる。

Ｑ：下痢に対して

Ａ：薬物癩法がかなり効果的。専門医に

　　

相談するように。

Q : S44 ベーチェット病と診断されたが、

　　

その10年位前、下痢に悩まされた。

　　

現在1.000名の会員の内、50～60％

　　

に下痢・腹痛の症状があるようだ。

Ａ ベーチェット病の潰●は、回廊都に

できることが多い。

穿孔することが多い。

潰瘍の辺縁がシャープ、できても数

個ということで、UCとの区別は可能。

Ｓ剤を艮く服用すると、縫合不全を

おこすことがあるので、手術前2～

3ヶ月は服用中止します。

Ｑ：食事療法として注意すること

１１
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□
進
一
６
農
め

骨
粗
製
症
に
関
心
を

n

.｀ｔ¬.:

煮吟
針
生
峰
子

　
　

わ
が
国
は
世

　

界
Ｋ
類
の
な
い

早
さ
で
高
齢
化

社
会
を
迎
え
つ

つ
あ
り
、
特
に

婦
人
は
平
均
壽
命
八
十
一
歳
を
超
え

た
。
こ
の
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
願
わ
く
ば
心
も
身
体
も

Ａ：潰瘍性大腸炎～乳製品が悪い。低脂

　　　　　　　　　

肪(30g)がよい。

　　

クローン病～高蛋白療法

　　

アルコールは小腸には悪い。連用す

　　

ると、アルコールによる小腸のじゅ

　　

う毛の萎縮一々吸収不良。食べながら

　　

飲むこと。（牛乳飲んだり、バター

　　

をなめたり）

　　

ビール1本、日本酒2合以内に。
最
後
ま
で
健
康
で
あ
り
た
い
。

　

婦
人
は
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル

モ
ン
に
守
ら
れ
て
循
環
器
疾
患
な
ど
男

性
に
比
べ
て
罹
患
（
り
か
ん
）
率
が
低

い
が
、
閉
経
後
は
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
に

増
加
す
る
。
同
様
に
女
性
ホ
ル
壬
ン

が
低
下
す
る
と
骨
量
が
減
少
し
計
粗
唇

（
そ
し
ょ
う
）
症
も
急
増
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
千
五
百
万
人
か
ら
二

千
万
人
が
計
粗
腎
症
に
罹
患
し
、
毎
年

四
十
五
歳
以
上
の
百
三
十
万
人
が
骨
折

を
経
験
し
、
中
高
年
婦
人
の
健
康
管
理

上
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
わ
が

国
で
も
四
百
五
十
万
人
か
ら
五
百
万
人

ぐ
ら
い
の
骨
粗
琶
症
患
者
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
減
少
し
た
骨

量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

若
い
時
か
ら
の
準
備
、
す
な
わ
ち
予
防

が
非
常
Ｋ
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
適
度
の
運
動
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
た
ん

ぱ
く
質
Ｋ
富
ん
だ
パ
’
フ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

　

迅
動
は
毎
日
三
十
分
か
ら
一
時
間
歩

く
。
そ
し
て
ヒ
ー
ル
の
低
い
靴
を
は
い

て
、
こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
日

本
人
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
は
欧
米

に
比
べ
極
端
に
少
な
い
。
そ
れ
は
乳
製

品
の
摂
取
最
が
少
な
い
た
め
と
考
え
ら

Ｑ：妊娠中に再発した場合は。

Ａ：Ｓ剤サラソピリン使用している場合

　　

は催奇性があるといわれているので、

　　

少量にする。

　　

寛解しない場合は中絶。妊娠可能の

　　

時期は、寛解期1年以上、サラソピ

　　

リン2g以下の場合で基本的に活動期

　　

は危険

｜

ｉ
‐
｜
・
ｉ

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｉ
Ｉ
Ｊ

れ
る
。
牛
乳
や
納
豆
は
格
好
な
食
品
で

毎
日
摂
取
す
る
よ
う
Ｋ
し
た
い
。
喫
煙
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
多
飲
は
骨
粗
粉
症
に
対

し
て
も
危
険
因
子
Ｋ
な
る
。

　

骨
粗
ｌ
症
の
予
防
は
ま
た
動
脈
硬

化
、
心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
、
痴
呆

　

（
ち
ほ
う
）
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。

そ
の
入
ら
し
く
誇
り
を
･
w
>
つ
て
生
き
ら

れ
る
よ
う
命
の
質
を
重
ん
じ
る
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
・
オ
プ
こ
フ
イ
フ
が
提
唱
さ
れ
て

久
し
い
。
私
ど
も
は
八
十
年
人
生
を
豊

か
に
迎
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と

に
も
っ
と
関
心
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。

　
　

（
秋
田
大
学
教
授
・
産
婦
人
科
医
）
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詩の原稿を有難うございました。

原文のまま会報に載せさせて頂きましたが

一部印刷の都合で手を入れさせて價きました事

お許レトさい。なにしろ素人で手作りの会報の為

ご理解下さい。
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ｌ：Ａ蔵書1允靉こ血便があり潰瘍性大腸炎と

　　

薬を増やしたら潰瘍に穴が開いたが腹膜

　　　　

’

　

・iJj････●- ･."I-ﾐＷ■＝炎をおこす心配はないか。
現在１７歳になるが、今はサラソリピン

で顔が浮腫んでいる

　

程度である。

本人は再発を繰り返すのなら、人工肛門
にしてはどうかと言っているが。

靉艶艶詣斟謳畝海谷、
10年以上帥び衣代認tヅ）
'U'HlJ･J-'^'''=*一回●/-r~'-‥･y)ｍふ痢添巍ご

論臨丿慕賢鸚隼弓拡

唇i:面臓j.ｊをやられるので．定期的

ｕ拐ほ縄銘ｈ９や６おヵ

齢了論席ぶ誤４彗雛

　

一‥-

　

1 -lh‘191･ふ目､桃か簒位1､r-i-

　　

誘fJノt9,/ 6S--●仙s･--､･-｢｀なごり、人工肛門は最後の最後にす

Ｑ：６１年２月に潰瘍性大腸炎と診呪されヽ

　　

今年５月に検査を受け直腸だけだった。

　　

２年間経過しても直腸だけにとどまって

　　

いるが、膀胱結腸などに進む可能性があ

　　

るのか。

大利良い質問です、昔は直腸に始まった
らだんだん上に上がってくるという話し
であったが．良く調べて見ると無い．そ

　　

”‘

　

’J-ti t-
総誌諜響ｈｓ上,こ上ヵ,つｔ

趾町皆1特認艶t蒜訟

　　　　　　

”‘k

　

●.ぺか4
ﾐ-J/-･･Wミ・初めから全大腸型であ
た、たまたま奥の方ま
で。今下から始まつて
つてくることはない。

り||病センターは、

　　　　　　

iふi－

古雛諧

このようにご利用いなだけます

づなくこ∧で

　

゛j

　　

くやト

　　

しべヽ

　

プ

･・相

　

談

　

医療、福祉制度、年金、福祉機器、法

　　　　　

律など、電話、手紙。ご来所をお待ち

　　　　　

しています。

　　　　　

(月曜～土曜日

　

午前10時～午後５時)

･･会議室

　

思者会、障害者団体などの会議、講演

　　　　　

会、研修会に。(午前9時～午後9時)

･・宿泊室

　

忠者、ご家族の皆様に

　　　　　　　　　　　　

(午後5時～午前9時まで)

･･開館日

　

１月７ロより12月27日まで

　　　　　　　　　　　　

(臨時休館日があります)

ぐ申し込み〉難｡病辿淑務局(電話01ト512一3233番)

　　　　　　　

う､電話またはお手紙で。

　　　　　　　　　

交

●地下鉄：東西線

●市営バス

　　　　　　

通

●㎜・より歩いて10分

南北線塵㎜より歩いて15分

　

(南４)真駒内行

　

(m54)

　

μ

　

(m64)

　

j/

　

(南55)硬石山行

●じようてつバス：

西11丁目発

札幌駅前尭（西11丁目経由）

札恍駅北口発（

　　

11

　　

）

札幌駅前発（すすきの経由）

(7)みすまい･定山渓行 札幌駅ターミナル発

　　　　

(南４条挫由)

北海道難病センター

札幌市中央区南4条西10丁目

　

公(011)512-3233



諭旦や)(か

　

◇
９
症
状
Ｌ
◇

　

二
土
ハ
歳
の
独
身
サ
ラ
リ
Ｆ

マ
ン
。
’
｀
職
後
、
発
熱
ど
下
血

や
下
痢
が
度
々
あ
り
、
会
社
の

病
院
の
診
断
で
は
ク
ロ
ー
ン
痢

の
疑
い
が
あ
る
と
の
こ
と
で

大
里
敬
一

(ｐﾀ犀昌)

　

◇
＝
回
答
Ｈ
Ｈ
◇

　

↓
ロ
ー
ン
病
と
は
？

　

答
口
か
ら
肛
門
ま
で
す
べ

て
の
消
化
管
を
侵
す
炎
症
性
疾

患
で
す
。
病
変
は
小
腸
末
端
部

に
あ
る
場
合
が
最
も
多
く
、
特

に
小
腸
の
縦
軸
方
向
に
長
い
潰

殤
（
縦
走
潰
瘍
と
い
わ
れ
る
）

が
何
力
所
も
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。
下
痢
や
腹
卿
が
主
な
症

状
で
、
発
熱
は
三
分
の
　
　
の
患

者
に
、
ま
た
下
血
は
五
必
り
度

丹

タ

す
。
飲
み
薬
を
続
け
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
か
、
愚
近
腹

部
に
痛
み
も
あ
り
ま
す
。
ク
ロ

ー
ン
病
の
原
閃
や
治
療
法
、
食

事
や
生
活
上
の
注
意
も
敦
え
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
　

（
山
口
県
・
Ａ
男
）

都ｉ･－

Ｑ膠11｀

の
患
者
に
み
ら
れ
ま
す
。
食
物

の
酒
化
吸
収
が
悪
く
な
っ
て
く

る
と
、
貧
血
や
栄
養
障
害
も
杞

き
て
き
ま
す
。
炎
庇
を
緩
り
返

す
う
ち
に
潰
瘍
部
の
腸
ｎ
が
狭

く
な
り
、
賜
閉
ｚ
の
原
囚
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ｌ
原
肉
は
。

　

答
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

免
疫
関
係
の
病
気
だ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
二

十
代
に
最
も
多
く
、
次
が
ト
代

で
、
凡
齢
に
な
る
ほ
ど
少
な
く

な
り
症
状
は
軽
い
よ
う
で
す
。

日
本
人
は
十
万
人
に
ｏ
こ
二
人

　

（
一
九
七
九
年
）
程
度
で
す
が

難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
診
断
は
。

　

答
似
た
灸
居
慮
状
の
も

の
で
は
、
潰
殤
性
大
賜
炎
を
は

じ
め
、
虚
血
性
大
賜
炎
、
腸
結

核
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
バ
リ
ウ

ム
で
小
腸
や
大
腸
を
検
声
し
、

縦
走
漫
瘍
が
み
つ
か
れ
ば
ク
ロ

ー
ン
病
の
疑
い
が
強
ま
り
ま

す
。
さ
ら
に
患
部
の
組
織
を
採

え・七崎ゆき

- i

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
薬
よ
り

も
大
切
な
の
が
傘
湛
嬢
法
で

ク
ロ
ー
ン
病
の
疑
い
が

つ
て
顕
微
範
で
み
る
と
確
定
で

き
ま
す
。
肉
芽
脛
（
に
く
が
し

ゅ
）
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
円
囲

に
リ
ン
パ
球
が
揚
ま
っ
で
い
ま

す
。
こ
の
舅
性
も
Ｅ
確
な
診
断

を
急
ぐ
べ
き
で
す
。

　

レ
レ
治
3
r
5
法
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

　

答
残
念
な
が
ら
特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
杖
に
サ
ラ
ソ

ピ
リ
ン
と
い
う
薬
を
り
用
し
、

症
状
が
ひ
ど
い
時
は
副
Ｍ
皮
質

ホ
ル
モ
ン
剤
を
併
用
す
る
こ
と

す
。
脂
肪
や
繊
維
な
ど
消
化
の

悪
い
も
の
は
避
け
、
脂
の
少
な

い
蜀
の
サ
サ
ミ
、
白
身
の
稿

）
腐
な
ど
を
た
ん
ぱ
く
源
と
し

て
め
叱
の
よ
い
も
の
を
規
則
正

し
く
と
る
こ
と
で
す
。
カ
ロ
リ

ー
に
も
、
配
慮
し
て
下
さ
い
。

　

Ｉ
Ｉ
吊
宙
食
’
が
注
目
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
ｔ
か
。

　

答
成
分
栄
養
法
と
い
っ
て

ク
ロ
ー
ン
病
の
治
療
に
良
い
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
消

化
の
必
麗
が
な
く
瀬
ｎ
粘
膜
か

ら
よ
く
吸
収
さ
れ
る
の
で
、
火

≪
L
'
は
改
≪
-
さ
れ
腸
管
も
々
静
が

保
て
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
完

令
静
脈
栄
養
法
と
い
っ
て
一
切

な
ぢ
を
と
ら
ず
、
鎖
骨
ト
静
脈

か
ら
ヒ
大
静
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル

を
入
れ
、
長
期
間
、
点
滴
で
栄

蚕
を
と
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

！
－
こ
の
方
は
び
生
活
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
辺
の
賢
刈

が
心
配
で
す
。

　

答
と
に
か
く
専
門
医
に
診

て
も
ら
い
、
病
気
の
程
度
を
Ｅ

握
し
、
栄
養
士
の
指
導
も
受
け

な
が
ら
、
定
状
を
悪
化
さ
せ
た

父
屏
嵐
な
ど
の
起
き
な
い
よ

う
に
し
、
桓
久
弘
く
病
気
に
立

ち
向
か
っ
て
下
さ
い
。
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夕
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札幌地区・９８８年度

春のチャリティバザーはrあすなろ会jから

石川・日下部さん・小湊さん・加藤さん・

石崎さん・お忙しいなか。お手伝い債きまし

て有難うございました。売り上げも昨年度を

上｡回り薙病連はもとより会としてもお手伝い

した甲斐があったと喜んでいます。ぜし来年

は新しい会員さんのお手伝いもお待ちしてお

りかj≒

-

Ｏ

奴
ゆ
っ
て

ｉ

唐
沢
も
～
も
糾
侶
！
ｌ
に

｜

ｇ
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･一一一4ペー－一一－●

Ｓ

Ｓ

９１２円＊＊前年度決算額２、２８５
一一

＊本年度決算額２、４８４ ７５８円＊

－一

一 心 なこ しヽしバ;長り 今草1 ヵｉ-ＣＪ７「

　
　

狭
心
症
に
張
り
薬

　
　

左
胸
の
心
臓
の
恚
あ
た
り
に

　

ペ
タ
ン
と
張
っ
て
、
皮
膚
か
ら

’
薬
剤
を
吸
収
さ
せ
、
狭
心
足
な

　

ど
奮
旧
療
す
る
新
し
い
薬
が
聞

　

発
さ
れ
た
。
日
本
チ
バ
ガ
イ
ギ

　

ー
社
の
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
製

　

剤
『
ニ
ト
ロ
タ
ー
ム
Ｔ
Ｔ
Ｓ
』

　

で
、
欧
米
で
は
既
に
市
販
さ
れ

　

て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
厚
生
雀
が

て
承
認
し
、
薬
価
収
載
が
済
み
次

一
第
、
今
春
か
ら
尭
売
の
予
定
。

　
　

Ｔ
Ｔ
Ｓ
は
練
皮
吸
収
治
療
シ

　

ス
テ
ム
の
降
。
一
定
の
適
厦
で

　

薬
が
皮
膚
４
邁
し
て
血
管
内
に

・
藍
害
机
る
の
で
。
一
回
張
れ

　

ば
一
等
四
時
間
安
定
し
た
血
中

　

濃
度
が
維
持
で
き
る
。
内
服
薬

　

よ
り
速
く
効
き
、
注
射
薬
や
ぎ

　

下
錠
よ
り
長
ぐ
効
果
か
持
続
す

　

る
'
Ｏ
-
t
＾
副
作
用
も
少
な
く
使

　

い
や
Ｉ
い
の
が
特
徴
だ
。

　
　

　

〇
・
二
丿
程
度
の
厚
さ
だ

'
　
　
？
;
'
四
層
構
通
で
、
表
面
の
不

　

透
過
膜
と
皮
膚
へ
の
接
纂
の

　

間
に
、
微
孔
性
の
茂
出
制
御
膜

　

と
薬
物
貯
蔵
層
が
は
さ
ん
で
あ

　

る
。
Ｔ
Ｔ
Ｓ
で
閉
経
期
の
婦
人

　

向
け
の
ホ
ル
モ
ン
剤
も
臨
床
テ

-

編集人財団法人北海道難病連希少難病患者部会

　　　　　

あすなろ会

　

石

　

川

　　

実

０６４札幌市中央区･南４条西１０丁目難病センター

　　　

電話011-512-32 3 3番

発行人北海道身体障害者団体定期刊行物協会

札幌市北区北１３条西１丁目神原義郎

日下部さん

　

加藤千恵子さん

　

陶山理恵さん

　

石川

会報発送に御協力戴いた方です。有難う御ざいました。
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